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平成２１年度政府予算案

 

：

 

１９０

 

億円
平成２０年度当初予算額

 

：

 

１４５

 

億円
平成２０年度第１次補正予算額

 

：

 

５５

 

億円
平成１８～２４年度（総事業費）：

 

１，１５４

 

億円

１．目的

 

世界最先端・最高性能の次世代スーパーコンピュータの開発・整備及び利用技術の開発・普及１．目的

 

世界最先端・最高性能の次世代スーパーコンピュータの開発・整備及び利用技術の開発・普及

「次世代スーパーコンピュータ」プロジェクトの概要

２．概要
理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつある計算科学技術をさらに発展させる

ため、長期的な国家戦略を持って取り組むべき重要技術（国家基幹技術）である「次世代スーパーコンピュータ」を

平成２２年度の一部稼働、平成２４年の完成を目指して開発する。

今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるべく､

（１）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ

 

(注) 」の開発・整備

(注) １０ペタFLOPS級

 
（１ペタFLOPS：1秒間に１千兆回の計算）

 （２）次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（３）上記（１）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（ＣＯＥ）の形成

を文部科学省のイニシアティブにより、開発主体（理化学研究所）を中心に産学官の密接な連携の下、一体

的に推進する。

２．概要
理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつある計算科学技術をさらに発展させる

ため、長期的な国家戦略を持って取り組むべき重要技術（国家基幹技術）である「次世代スーパーコンピュータ」を

平成２２年度の一部稼働、平成２４年の完成を目指して開発する。

今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるべく､

（１）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ

 

(注) 」の開発・整備

(注) １０ペタFLOPS級

 
（１ペタFLOPS：1秒間に１千兆回の計算）

（２）次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（３）上記（１）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（ＣＯＥ）の形成

を文部科学省のイニシアティブにより、開発主体（理化学研究所）を中心に産学官の密接な連携の下、一体

的に推進する。

３．体制
（１）開発主体である独立行政法人理化学研究所を中心とした産学連携体制を構築。
（２）特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律を整備し（平成１８年７月施行）、産学官の研究者等

に幅広く開かれた共用施設として位置付け。

３．体制
（１）開発主体である独立行政法人理化学研究所を中心とした産学連携体制を構築。
（２）特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律を整備し（平成１８年７月施行）、産学官の研究者等

に幅広く開かれた共用施設として位置付け。

資料２
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開発の年次計画

平成20年度
（2008）

平成21年度
（2009）

平成22年度
（2010）

平成23年度
（2011）

平成19年度
（2007）

平成18年度
（2006）

平成24年度
（2012）

計算機棟

研究棟

共有ファイル

演算部
（スカラ部、ベクトル部）

制御フロントエンド
(トータルシステム
ソフトウェア）

次世代ナノ統合
シミュレーション

次世代生命体統合
シミュレーション 実証実証

性能チューニング・高度化性能チューニング・高度化

実証実証

製造・据付調整製造・据付調整

製造・据付調整製造・据付調整

設計設計

建設建設

詳細設計詳細設計

シ
ス
テ
ム

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

(

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

施
設

詳細設計詳細設計

詳細設計詳細設計概念設計

基本設計基本設計

基本設計基本設計

建設建設

設計設計

開発・製作・評価開発・製作・評価

開発・製作・評価開発・製作・評価

製作・評価

試作・評価
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プロジェクトの推進体制

本部長

 
野依

 
良治

 
理事長

開発グループ

開発グループグループディレクター

企画調整グループ

企画調整グループ

 

グループディレクター

開発戦略委員会

アプリケーション

 
検討部会

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

理化学研究所

 

次世代スーパーコンピュータ開発実施本部

・筑波大学
・JAMSTEC
・ＮＩＩ
・計算科学振興財団協力協定

客員研究員

文部科学省

 
スーパーコンピュータ整備推進本部

プロジェクトリーダー：渡辺

 

貞

ナノ統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

分子科学研究所

生命体統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

理化学研究所

グランドチャレンジ
アプリケーション

開発体制

富士通

ＮＥＣ

日立製作所

シ
ス
テ
ム
開
発

ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

技術産業応用協議会

７大学情報基盤セン

 

ターとの協力協定の締

 

結について検討中



次世代スーパーコンピュータ

全国の計算機資源

一般的利用戦略的利用

研究開発 人材育成

産学連携 分野連携

民間企業

全国の研究機関

全国の大学等

 
教育機関

戦略機関戦略機関

戦略機関戦略機関

戦略機関戦略機関

人材育成

産学連携

共同研究

 
分野融合

次世代スーパーコンピュータにおける諸機能の構築

大学

民間企業

独法研究機関

 

等

の多様な利用者

連携推進会議

理化学研究所理化学研究所

登録機関登録機関

○共通基盤的研究開発

 

等
○施設の維持管理

○情報発信、理解増進
○技術的支援

連携

次世代スパコンの利用促進と計算科学技術の普及・振興
○利用者等の情報交流・研究交流等の推進
○研究成果や知見等の集約・蓄積・発信
○共同研究等による分野連携や産学連携の推進
方策の検討・実施

 

等

次世代スーパーコンピュータ利用推進フォーラム（仮称）
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次世代スパコンは、世界最先端・最高性能の計算機として、卓越した研究成果の創出が期待されている。そして、この施設

 
における活動を通じて、計算科学技術の飛躍的な発展はもとより、科学技術の振興や我が国の国際競争力の強化に大きく寄

 
与することが求められている。以上を実現するため、分野を越えた研究機能の構築、産業利用、人材育成、海外連携など、次

 
世代スパコンに期待される諸機能が有機的に機能した世界トップレベルの研究拠点を作ることが必要である。また、そうする

 
ことにより、我が国のスパコン開発・利用の継続的な発展に寄与することが期待される。
以下、次世代スパコンを中核とした研究教育拠点形成の基本的考え方を示す。

１．基本的方針
次世代スパコン施設を中核拠点、戦略機関を分野別中核拠点とし、大学（情報基盤センター等）等と連携した計算科学技術研究

 
ネットワークを形成し、以下を達成する。

①次世代スパコン施設における研究機能構築（研究者、技術者が常駐）
②次世代スパコンを核とした全国の計算資源の連携活用
③各拠点が連携した研究推進・支援
④各拠点が連携した人材育成、産業利用の促進
⑤各拠点における情報発信、海外連携、理解増進活動

２．各拠点に求められる機能
○次世代スパコン施設
－研究実施環境の提供
－利用者選定
－分野別中核拠点、情報基盤センター等主要計算資源保有機関との
連携体制の構築

－分野別中核拠点、情報基盤センター等と連携した研究推進・支援
体制の構築

－分野間の連携と分野融合の促進
－計算科学と計算機科学を中心とした計算科学技術の基盤研究体制
の構築

－教育・人材育成プログラムの作成・実施
－分野別中核拠点、情報基盤センター等と連携した産業利用の促進
－情報発信、海外連携、理解増進活動

次世代スパコンを中核とした研究教育拠点形成の具現化に向けた基本的考え方(案)
平成２０年１２月３日

情報課スーパーコンピュータ整備推進室

○分野別中核拠点
－次世代スパコン施設に一定の研究拠点を設ける
－戦略分野における次世代スパコンと他の計算資源の
連携活用

－戦略分野における次世代スパコン利用に係る研究支
援協力

－分野を超えた取組への貢献
（分野融合研究、人材育成等）

－人材育成
－産業利用の促進
－情報発信、海外連携、理解増進活動
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